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25　　 　 卵巣癌に 対す る IntraPer　itoneal

Cisplatinum （CDDP − Ip ）療法
一第皿 報 ，STS
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rescue の可否 とperitoneal 　 clearancee こっ い て

一

26　　　　 上皮性卵巣腫瘍 に おけ る CA125 ，CA

19−9 ，CEA の 免 疫絹織学的並び に電顕的検討
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〔 目的 〕 CDDP 一工p に お け る 2− cha   el　 chem −

otherapy として の sodium 　thiosulfate （STS ）

に よ る rescue の 可否 を検討 し，さ らに 癌 性 腹 膜

炎 の 進行 に 伴 う peritoneal 　clearance （CLp ）の

設定に よ り，個 別的至 適投与量 の 確立を目指す 。

〔方法 〕  卵巣癌症例 に 対 し ， CDDP 　 100〜150

nlS を onorshot 　 1　p 投与 し，腹水中 ， 血 清中 の to −

ta1 − Platinum （Pt ），　 free − pt の 経 時的動態 を

原子 吸 光法 に て 測定 し，静脈内 （Iv ）投与 と比 較

し た 。   薬物速度論 の 1− compartment 　model ，

ま た 腹腔 内結合 タ ソ パ ク を加味し た 2− compar
−

tment 　model に よ り ，腹腔か ら蜘中 へ の 消失速度

・CLp を，さ らに moment 解析法 に よ り　A　U　C

（area 　under 　 curve ）・MRT （mean 　 residence

time ）・VRT （variance 　of　 residence 　 time ）

を求 め た。  CDDP − Ip 施行 40 例 の 奏効 率 ・副

作用を検討 し た。　〔成績 〕   Ip 直：後 の 腹 水中

free−pt は，　 Iv 蒔の そ れ の 140 −・1100 倍に達 し ，

投 与後 12 時 間 ま で 検出可能 で あ っ た。  Ip 時 の

腹水中 free−pt の AUC は ，　 Iv 時 の そ れ の 30 〜

140 倍 の 高値 に 達 し た。  Ip 後血清中 free−pt

は ，4〜6時 間持続 し，そ の AUC ，　 MRT ，　 VRT は

Iv 時 の そ れ と 同程 度 を示 し た 。   腹水中 ・血 中

free−pt の 経時的減衰 pattern の 各症例毎で の va −

riation の 存在 は ，
　 CLp の 差 に よ る もの で ，CLp

は癌性 腹膜炎 の 進行 と共に 低下 し た 。  STS を

併用 し な い CDDP − Ip 施行全 例 に お い て車 篤な 腎

障害は 認め なか っ た 。 〔結論 〕新しくCLp の 概念を導

入する こ とで ，癌性腹膜炎の 病i勢に応じた 腹腔内で の

直接効果 と ， 腫瘍血管側 か らの 効果を最大限に し 得 る

至適投与量 を各症例 毎に決定 し ，よ り理想的な CDDP −

　Ip療法を行 い 得た。本法で は STS 併用を避け得た 。

匚目的 ］上皮性卵巣腫瘍 に お け る CA125，CA19 −9，

CEA の 免疫組織学的特徴 とそ の 透過電顕に よ る 超

微形態的特徴 とを対比 し，電顕 レ ベ ル で 各腫瘍マ

ーカ ー
陽性細胞 の 特徴を検討 す る事 。 ［方法 ］免

疫組織染色をCA125，CA19−9はABC 法 ，　CEA は PAP

法で 行 な い ，い ずれ か が 強陽性を示す卵 巣原発癌

11例 ， 転移癌 2例 ，ム チ ン 性嚢胞腺腫 （低悪性度

） 3例の 16例 と，いずれ も陰性 の ム チ ン 性嚢胞 腺

腫 （低悪性度 ） 1 例 ，漿液性嚢胞腺腫 （低悪性度

） 1 例 の計 18例に っ い て 透 過電顕 に より電鎖的観

察を行 っ た 。 ［成績 ］免疫組織染色で は CAユ25は漿

液性 嚢胞腺腫 ， 類内膜癌 ，類中腎癌の 5 例に ，CA

19−−9は原発 癌全般 ，転移癌 ，ム チ ン性 嚢胞腺腫 （

低悪性度 ）の 10例 に ，CEA は ム チ ン 性嚢胞腺癌 ，

類 内膜癌 ，転移癌 ，ム チ ン 性嚢胞腺 腫 （低悪性度

）の 10例 に 強陽性例 が見 られ ，いずれ も免 疫活性

は主 に腺腔面細胞膜 に 見 られ た
。 電顕 観察で は 微

絨毛に特微が見 られ ，CA ］25陽性例 で は い ずれ も

漿膜上皮型 ， CA19−9陽性例で は漿膜上 皮型又 は吸

収上皮型 ，CEA 陽性例 で は吸収 上 皮型を示 した 。

逆に杯緇胞 型 で 微絨毛を認 め な い ム チ ン 性 嚢胞腺

腫 （低悪性度 ）は CEA 陰性 で 吸収上皮型 微絨毛例

は全例 CEA 陽性で あり，漿膜上 皮型微絨毛例で は

CA125 に つ い て 陽性例 と陰性例 が 存在 し た。分泌

顆粒はCE 鯣
・
性例 に 多 くCA ／25陽牲例 に少な い 傾

向が見 られ ，そ の他の 細胞 内小器官 は比較的豊富

で あ っ た が 腫 瘍マ
ーカ ーと の 関連 は認 め られ なか

っ た 。 ［結論 ］上皮性卵巣腫瘍におけるCA125 ，

CA19−9 ，CEA産生性は そ の 腫瘍細胞 の 腺腔 面 に お

け る微絨毛形 態 と密接な 関係が認め られ ，CA125

は 漿膜上皮型 ，CEA は 吸収上 皮型 ，　 CA 　19−9 は両

形 態の微絨毛 の 特 徴を示す 事 が 明 らか とな っ た 。
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